
　近年、ひきこもりなど思春期・青年期の心の問題に関する話題が取り上げられるようにな

り、実際に対人関係などへの不安を抱えている方は少なくありません。

　当センターでは、自宅以外に安心して過ごせる場として「本人グ

ループ」を開催しています。



　3月11日発生の地震では、本県においても太平

洋沿岸地域を中心に最大震度５強を観測し、津

波による浸水等のために多くの方が避難所での

生活を余儀なくされるなど、甚大な被害を受け

ました。これを受け、13日に「青森県こころの

ケアチーム」が設置され、第一陣として当セン

ター職員3名（精神科医、保健師/精神保健福祉

士、臨床心理士）が3月14日～20日まで被災地支

援を行いました。

　震災直後の始動ということで、主な内容は急

性期のこころのケア及び健康状態のチェックで

あり、各担当者からの情報をもとに、八戸市・

おいらせ町・階上町の避難所を訪問しての個別

ケアを中心に活動しました。加えて、避難所の

環境改善に関する提言や、避難所での生活が1週

間を超えた被災者に対する、被災後の心の動き

やストレス反応、対処法等についての講話も実

施しました。被災者の多くに、震災後の主要な

ストレス反応は生じていたものの、医療的ケア

を緊急に要する状態の方は認められませんでし

た。

　このような現地での活動のほか、相談電話の

受付時間延長や県内報道機関からの問い合わせ

への対応等を行いました。

“こころの電話”では、この度の震災に伴う精

神的な悩みや問題に関する相談もお受けしてお

ります。どうぞご利用ください。

２３年６月１日（水）開催


